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■前回の流域委員会
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 平成30年12月10日に第1回流域委員会、現地視察を実施

日時：平成30年12月10日（月） 9：30～17：00（午後より現地視察）

場所：三重県庁講堂棟 第131、132会議室

第1回流域委員会 現地視察のようす



■前回の流域委員会での意見・回答
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 平成30年12月10日 第1回流域委員会

Ｑ1：平成 29 年 10 月洪水にて落橋した橋梁については、原因を確認してもらい
たい。

Ａ1：
流下物の痕跡などはみられなかった。
落橋の原因としては、洪水前から橋脚周辺の洗掘が確認されており、洪水による
橋脚の洗掘や水圧が主な原因で落橋したと考えている。

（伊勢市ヒアリング）





■前回の流域委員会での意見・回答
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 平成30年12月10日 第1回流域委員会

Ｑ2：将来的な雨量規模の増大を想定し、遊水地的な機能を有していた水田等を
宅地化せず残していくような都市計画も検討してもらいたい。

Ａ2：（玉城町）
玉城町では、特定用途制限地域は定められていませんが、「第5次玉城町総合計
画後期基本計画」において、「各種土地利用計画に基づいて森林・農地の保全を
図る」とされています。

玉城町都市計画図 「第5次玉城町総合計画後期基本計画」（抜粋）





■前回の流域委員会での意見・回答
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 平成30年12月10日 第1回流域委員会

Ｑ4：県管理区間のみでなく上流部の町管理区間も考慮して治水計画を検討して
もらいたい。

Ａ4：
外城田川の県管理区間上流の準用河川区間においても、玉城町による治水計
画の検討が予定されており、玉城町と連携して治水計画の検討を実施していきた
いと考えている。



３．第１回住民アンケート
調査結果
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■第１回アンケート調査結果

13

水害について

 平成29年台風第21号で被害を受けたと回答した方は２割以上

 平成29年台風第21号以外で被害を受けたと回答した方は約２割

 外城田川が洪水に対して「危険・やや危険」と回答した方は４割強

 洪水に対して危険だと思う理由としては、「河川の近くに住んでいる」が約４割と
最も多く、「堤防等の整備が不十分」が約２割、「過去に洪水被害にあった」が１
割強

水質・水量
について

 水質が「きれい・ややきれい」と回答した方は約２割、「汚い・やや汚い」と回答
した方は約５割

 水量が「多い・やや多い」と回答した方は約１割、「少ない・やや少ない」と回答
した方は約６割弱

自然・
風景について

 自然が「豊か・やや豊か」と回答した方が約３割強、「乏しい・やや乏しい」と回
答した方が約４割

 「自然が豊か」と回答した理由としては、鳥類や川の中の植生を挙げる回答が多い

 景観が「良好・やや良好」と回答した方が約３割、「悪い・やや悪い」と回答した
方が約５割弱であった

 「景観が良好」と回答した理由としては、「身近な生活との調和が良い」が約３割
と最も多く、次いで「水辺の植生がきれい」「水の流れがきれい」が約２割

利用について

 「よく行く」と回答した方は１割以上、「時々行く」と回答した方は２割以上

 「ほとんど行かない」は４割以上、「行ったことがない」は１割以上

 利用目的は「水量が多いとき様子を見る」が約３割と最も多く、「サイクリング・
ジョギング」も約３割、次いで自然観察が約１割であった

将来像について
 「水害から人や家を守るための整備」を望む回答が３割以上と最も多い

 「水質保護・改善」を望む回答も約２割、「自然環境の保護」は１割以上





４．流域の概要
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■人口・世帯数

21
人口と世帯数（S35～H27）

 外城田川に関連する市町村の人口・世帯数は、平成7年まで増加傾向であるが、

平成12年以降は、減少傾向となっている。平成17年11月1日に伊勢市と小俣

町・二見町・御薗村、平成18年1月1日に多気町と勢和村が合併しているが、合

併以降も人口・世帯数の減少傾向は変わっていない。

データ出典：三重県統計書（三重県HP）

※ 伊勢市・小俣町・二見町・御薗村はH17.11.1に合併、多気町・勢和村はH18.1.1に合併











５．現状と課題
（治水、利水、環境）
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■外城田川流域の治水（水害の歴史）

 平成29年の台風21号は近年では最大の水害であった。

27
※伊勢湾台風の被害数量は、伊勢市・小俣町・玉城町・多気町・明和町の合計

平成29年台風第21号の浸水家屋戸数は伊勢市貸与資料、玉城町貸与資料より、水害区域面積は浸水実績図をもとに計測

床上（戸） 床下（戸）

昭和34（1959）年9月
台風第15号
（伊勢湾台風）

869 1726
日雨量最大：190mm

（伊勢観測所）

3383.0 高潮・溢水
外城田川
相合川
有田川

伊勢湾台風災
害誌、玉城町

史下巻

昭和42（1967）年10月 台風第34号 0 20
24時間最大：222.5mm
時間最大 ：39.6mm
（津観測所）

220.0 溢水
外城田川
相合川

水害統計

107 19960分最大 ：83mm
（伊勢観測所）

389.0 溢水・破堤 外城田川 水害統計

247 872
24時間最大：623.5mm
60分最大 ：96mm
（伊勢観測所）

1751.0
浸水・破堤
溢水

外城田川 水害統計

0 10
24時間最大：201.2mm

（伊勢観測所）

90.4 内水 外城田川 水害統計

0 18
24時間最大：247mm
時間最大 ：34mm
（小俣観測所）

724.2 内水
外城田川
相合川

水害統計

0 43
24時間最大：211mm
時間最大 ：35mm
（小俣観測所）

210.6
有堤部溢水
内水

外城田川
相合川

水害統計

昭和58（1983）年9月 台風第10号 0 17
24時間最大：117mm
時間最大 ：25mm
（小俣観測所）

0.9 内水 外城田川 水害統計

281 266
24時間最大：492.5mm
時間最大 ：62mm
（小俣観測所）

1293.2 溢水・内水
外城田川
相合川
有田川

伊勢市資料
玉城町資料

平成29（2017）年10月 台風第21号

出典

昭和49（1974）年7月

昭和46（1971）年8月
台風23、25、26号
及び
秋雨前線豪雨

台風第8号及び豪雨
（七夕豪雨）

昭和50（1975）年8月 豪雨及び暴風雨

異常気象名浸水発生年月日

昭和51（1976）年9月 台風第17号と豪雨

昭和57（1982）年8月
豪雨、落雷、風浪と
台風第10号

浸水家屋戸数
雨量

水害区域
面積（ha）

水害要因 河川名







■外城田川流域の治水（既往計画）
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 外城田川・相合川・有田川は、昭和49年度と昭和57年度に発生した災害を受

けて、昭和61年度までに災害復旧助成事業による改修を実施した。

 その後、昭和60年度に全体計画の変更認可を行い、河口～相合川合流点まで

が総合流域防災事業の区間である。

伊
勢
湾

相合川

650(m3/s)

170(m3/s)

磯
町
地
点
■

計画規模
外城田川：相合川合流点下流：1/30、相合川合流点上流：1/20
相合川：1/20

基準点 磯町

計画高水流量 650 m3/s

全体計画の概要

流量配分図

480(m3/s)
大
野
橋

外城田川

全体計画区間

総合流域防災事業区間

























■外城田川流域の環境（魚類・底生動物）

【備考】
・赤文字：重要種 青文字：特定外来種
・生活型：「川の生物図典」(1996年(財)ﾘﾊﾞｰﾌﾛﾝﾄ整備ｾﾝﾀｰ)などを参考。

写真 外城田川で確認された魚類・底生動物

ミナミメダカ ヒモハゼ ヤリタナゴ

ハクセンシオマネキ ウミゴマツボウミニナ

外城田川 相合川 有田川

外St 1外St 2外St 3相St 1相St 2相St 3有St 1
1 ウナギ目 ウナギ科 ニホンウナギ 回 1
2 コイ目 コイ科 コイ 淡 3 1
3 ヤリタナゴ 淡 3 5 22 24
4 アブラボテ 淡 5
5 タイリクバラタナゴ 淡 3 1 3 14
6 オイカワ 淡 8 15 8 41 92 6

7 ヌマムツ 淡 8 1

8 ウグイ 淡 4
9 タモロコ 淡 1 2 1

10 カマツカ 淡 1 3 2 9

11 ニゴイ属 淡 13 1
12 ドジョウ科 ドジョウ 淡 1 1 1
13 トウカイコガタスジシマドジョウ 淡 6 7
14 ナマズ目 ナマズ科 ナマズ 淡 1

15 サケ目 アユ科 アユ 回 31
16 ダツ目 メダカ科 ミナミメダカ 淡 1 6 22 9 7
17 カサゴ目 コチ科 マゴチ 汽水・海水 1
18 スズキ目 スズキ科 スズキ 汽水・海水 6 2

19 サンフィッシュ科 ブルーギル 淡 5 7 1 5 1

20 オオクチバス 淡 4 3 1 4

21 アジ科 イケカツオ 汽水・海水 1
22 タイ科 クロダイ 汽水・海水 3

23 ボラ科 ボラ 汽水・海水 8 12 1

24 イソギンポ科 トサカギンポ 汽水・海水 3
25 カワアナゴ科 カワアナゴ 回 1
26 ハゼ科 ミミズハゼ 回 3

27 ヒモハゼ 汽水・海水 6
28 マハゼ 汽水・海水 8 2

29 アベハゼ 汽水・海水 3

30 カワヨシノボリ 淡 4 9 3 2
31 シマヨシノボリ 回 1 1

32 ゴクラクハゼ 汽水・海水 2 1

33 ヌマチチブ 回 7 7 2
34 タイワンドジョウ科 カムルチー 淡 1

46 49 88 46 109 158 29

10種 12種 14種 14種 11種 12種 5種

No. 目名 科名 種名
※1 生活型

合計：7目16科34種

図 外城田川・相合川・有田川の魚類・底生動物調査地点位置図

魚類は、10目25科66種(文献調査：64種、現地調査：34種)を確認。
現地調査の結果、重要種は8種：ヒモハゼ、ミナミメダカ、ヤリタナゴなど。外来種は3種：ブルーギル、オオ
クチバスなどを確認。
底生動物は、29目100科170種(文献調査：69種、現地121種)を確認。
現地調査の結果、重要種は5種：ハクセンシオマネキ、ウミニナなど。外来種は5種：アメリカフジツボなどを
確認。
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表 外城田川・相合川・有田川で確認された魚類



■外城田川流域の環境（鳥類・昆虫類）
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鳥類は、13目34科69種(文献調査：58種、現地調査：37種)を確認。
重要種は、現地調査でチュウサギ、コチドリ、シロチドリ、ケリの4種を確認。
外来種は、未確認。

昆虫類は、12目75科197種(文献調査：88種、現地調査：140種)を確認。
重要種は、現地調査でコオイムシ、コガタガムシなどの7種を確認。
外来種は、未確認。

チュウサギ コチドリ

コオイムシ
コガタガムシ 赤文字：重要種



■外城田川流域の環境（両生類、爬虫類、哺乳類）

両生類は、1目3科4種(文献調査：3種、現地調査：4種)を確認。
重要種は、現地調査でトノサマガエルの1種を確認。
外来種は、現地調査で特定外来種であるウシガエルの1種を確認。

爬虫類は、2目7科9種(文献調査：7種、現地調査：6種)を確認。
重要種は、現地調査でニホンイシガメ、ニホンスッポンの2種を確認。
外来種は、現地調査でミシシッピアカミミガメの1種を確認。

哺乳類は、3目5科5種(文献調査：2種、現地調査：4種)を確認。
重要種は、未確認。
外来種は、現地調査で特定外来種であるアライグマの1種を確認。

トノサマガエル ニホンスッポン

アライグマが確認された環境

44

赤文字：重要種
青文字：特定外来種





■外城田川水系の現状と課題
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項目 現状 課題

洪水

昭和49年7月洪水、昭和57年8月洪水において、甚大な浸水被害が
発生しており、この災害を契機に河川改修が実施されている。

その後、浸水被害はほとんど発生していなかったが、平成29年台風
第21号により浸水被害が発生している。

アンケートの結果において、河川改修により洪水に対して安全を保つこ
とを求める意見が大多数を占めた。

 河道流下能力の
向上

津波
高潮

L1津波が発生した場合一部において堤防高が低い区間がある。

L2津波が発生した場合には浸水被害が生じることが想定されている。

アンケートの結果において、津波遡上を心配する意見がみられた。

津波、高潮に対
する対策（ハー
ド・ソフト）

河川
利用

外城田川水系は宮川用水によるかんがいが行われており、取水はあ
まり行われていない。

アンケートの結果において、外城田川水系を利用している方は約４割、
利用目的は散策が約３割と最も多い。

河川の維持管理

親水性の向上

環境

河口域には、大規模な中洲が存在し、鳥類などの生息、営巣地として
重要な場となっている。

回遊性生物が確認されている。

水生生物の移動を阻害する横断工作物はみられない。

水質は年によりバラツキがみられるが、概ねB類型を満足している。

アンケートの結果において、水量が少ない、水質が悪いと感じる方が５
割以上、自然が乏しいと感じる方が約４割であった。

多様な生物生息
環境の保持

重要種の保全、
特定外来種の移
入回避・除去

継続的な河川水
質の改善



６．河川整備基本方針(案)の概要
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■河川整備基本方針(案) の概要(基本高水流量)

河川整備基本方針

計画規模 1/30確率

基準地点 西豊浜

流域面積 50.22km2

洪水到達
時間

126 分

降雨強度 69.6mm/hr

流出計算
手法

合理式

基本高水
流量

700m3/s
49

内水域
ポンプ排水

基本高水流量配分図

伊
勢
湾

国
道
23
号

県
道
37
号 近

鉄
山
田
線

有田川

相合川

外城田川

大
野
橋

■:基準地点
●:主要な地点

磯
橋
●

西
豊
浜
■

津
島
湯
橋
●

●
上惣之橋

710700540

230

80

140

単位:（m3/s）

 基本高水流量

年超過確率30年の降雨に対し、700m3/s（基準地点：西豊浜）



■河川整備基本方針(案) の概要(既定計画)

 既定計画と基本方針の変更点

工事実施基本計画
（昭和61年認可）

河川整備基本方針 変更理由

計画規模 1/30確率 1/30確率

基準地点 磯町 西豊浜 水位観測所があり、流域の水
文データ把握が可能

流域面積 49.58km2 50.22km2
基準地点の変更
内水域の見直し
（伊勢市の雨水排水計画）

洪水到達時間 136分 126 分 基準地点の変更、洪水到達時
間算定方法の変更

降雨強度 66.3mm/hr 69.6mm/hr 最新の降雨強度式

流出係数 0.70 0.713 土地利用の見直し

流出計算手法 合理式 合理式

計画流量 650m3/s 700m3/s 降雨強度式、洪水到達時間、
流出係数、流域面積の見直し

50



■河川整備基本方針(案) の概要（対策案比較）

対策 特徴 概算事業費 評価

河
道
改
修
案

 既定計画で河道改修が実施されており、河道掘削および
狭窄部の引堤、橋梁（近鉄橋梁を含む）の改築等によって、
河道の流下能力を増大させることが可能。 約242億円 ○

遊
水
地
案

 改修に伴う引堤や近鉄橋梁の改築を避けるため、県管理
区間の上流付近での遊水地整備が考えられるが、遊水地
の候補地には優良農地が広がっており用地の取得が困難
である。

約672億円 ×

放
水
路
案

 河道の流下能力以上の流量を放水路で分担する。

 放水路の放流先として宮川が考えられるが、汁谷川が並
流しており、また、近鉄橋梁の上流付近から放水路を整備
して近鉄橋梁の改築を避けることができるが、放水路の水
位が宮川の計画高水位より低くなるため排水機場が必要
となり、現実的ではない。

― ×

ダ
ム
案

 上流域の流量をダムでカットして、残りの流量を河道で分
担する。

 外城田川の地形は丘陵地で山地がなく、ダム建設が可能
な適地がない。

― ×
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■河川整備基本方針(案) の方向性

項目 方向性

洪水
高潮

 河川整備基本方針における計画規模は、河川重要度、既定計画、県内他河川とのバラン
スを考慮して、1/30とする。

 基本方針規模1/30の降雨に対する洪水に対して、現在、流下能力が不足しているため、
洪水処理対策（河道改修）を行う。

 超過洪水に対しては、ソフト対策を進めるなど関係機関等と連携し、地域の防災力の向上
に努める。

地震
津波

 必要に応じて堤防の耐震対策を実施し、地震発生時における堤防の機能の確保を図る。

 津波に対しては、施設対応を超過する事象として、人命が損なわれないことを最優先し、
津波防災地域づくりと一体となった総合的な津波対策を推進し、減災を目指す。

河川
利用

 今後の水利用の実態に応じて、関係機関との連携のもと、適切な水利用が図られるように
努める。

環境

 瀬・淵などの良好な自然環境と河川景観を保全し、多様な動植物の生息・生育環境を次
世代に引き継ぐよう努める。

 河川工事等による良好な河川環境への影響が懸念される場合には、代替措置や環境に
配慮した工法等を採用し、環境への影響の回避と軽減に努める。
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７．河川整備計画(素案)の概要
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■河川整備計画(素案) の概要(基本高水流量)

河川整備計画（基準地点）

計画規模 1/30確率

基準地点 西豊浜

流域面積 50.22km2

洪水到達
時間

126 分

降雨強度 69.6mm/hr

流出計算
手法

合理式

基本高水
流量

700m3/s 57

内水域
ポンプ排水

基本高水流量配分図（河川整備計画）

伊
勢
湾

国
道
23
号

県
道
37
号 近

鉄
山
田
線

有田川

相合川

外城田川

大
野
橋

■:基準地点
●:主要な地点

磯
橋
●

西
豊
浜
■

津
島
湯
橋
●

●
上惣之橋

710700540

230

80

140

単位:（m3/s）

 基本高水流量

年超過確率30年の降雨に対し、700m3/s（外城田川：相合川合流点下流）

年超過確率5年の降雨に対し、 370m3/s（外城田川：相合川合流点上流）

上段:年超過確率30年
下段:年超過確率5年
赤字:整備計画流量

500480370

160
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■河川整備計画(素案)の方向性
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項目 方向性

洪水
高潮

 河川整備計画では、既定計画との整合、近隣河川とのバランス等により、外城田川の相合
川合流点下流では年超過確率1/30、外城田川の相合川合流点上流では年超過確率
1/5相当の降雨に対応する規模の洪水を安全に流下させることを目標とする。

 現況河道では整備計画規模の流量に対して流下能力が不足しているため、相合川合流点
下流は築堤・引堤・河道掘削、相合川合流点上流は河道掘削・局所的な築堤の実施によ
り流下能力を確保する。

 超過洪水に対しては、ソフト対策を進めるなど関係機関等と連携し、地域の防災力の向上
に努める。

地震
津波

 必要に応じて堤防の耐震対策を実施し、地震発生時における堤防の機能の確保を図る。
 津波に対しては、施設対応を超過する事象として、人命が損なわれないことを最優先し、
津波防災地域づくりと一体となった総合的な津波対策を推進し、減災を目指す。

河川
利用

 今後の水利用の実態に応じて、関係機関との連携のもと、適切な水利用が図られるように
努める。

環境

 瀬・淵などの良好な自然環境と河川景観を保全し、多様な動植物の生息・生育環境を次
世代に引き継ぐよう努める。

 河川工事等による良好な河川環境への影響が懸念される場合には、代替措置や環境に
配慮した工法等を採用し、環境への影響の回避と軽減に努める。





８．今後の進め方
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